
資料１

令和４年度静岡県立看護専門学校自己評価表

１　評価概要

○対象期間

令和４年度（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

○評価方法

・９大項目、53小項目、４段階評価で職員アンケート調査を実施（実施時期：令和５年３月、評価者：本校職員24人）

・令和４年度の取組状況、上記職員アンケート結果等を元に、学校自己評価を学校運営会議で実施

・学校自己評価に対し、学校関係者評価委員による評価を実施（8/2（水）15:30～）

２　評価結果

学校自己評価

Ｒ３
評点

Ｒ４
評点

分析 評価・今後の取組（課題・改善策等）

(1)

教育
理念
・

目標

・本校は、県民の医療の担い手として
活躍できる質の高い看護師及び助産師
を育成する責務のもと、主体的に学習
する人のための環境整備、生命の尊厳
と人間を尊重し、高い倫理観や豊かな
感性を持って看護、助産を実践する人
を育てることを教育理念に掲げ、そう
した人づくりの上に、専門的知識、技
術、態度及び幅広い見識を持つ心豊か
な専門職業人を育成することを教育目
的としている。
・カリキュラム改正を受けて、看護１
学科及び助産学科では、教育理念や改
正の趣旨を踏まえ、学生に教育目標を
周知し、体系的に実践した。具体例と
して、学生自身が求められる能力を常
に意識できるよう、学生の名札の裏に
教育目標を記載し、次年度に配布でき
るよう準備した。
・看護２学科では、人口・疾病構造の
変化や対象・療養の場の多様性、ICT化
等を踏まえ、学生が主体的に学習し、
看護実践の基礎的能力を身につけるた
めのカリキュラム改正を行った。

2.8 2.9 

・評価平均は2.9
点であり、概ね適
切であった。
・「学校の理念・
目的・育成人材
像・特色・将来構
想などが学生・保
護者等に周知され
ているか」につい
ては、約５割が
“やや不適切”ま
たは“不適切”と
評価している。

・学校創立以来、掲げた教育理念の下、看護教
育に取り組んだ。
・看護１学科及び助産学科の学生には、新カリ
キュラムにより、教育目標や卒業生像を明確に
示し、外部講師の協力の下、体系的な教育を実
践することができた。
・看護２学科においては、令和５年度からの新
カリキュラムによる実践的な教育ができるよう
に計画的に作業を進めることができた。
・教育理念、教育目的に関する学生への周知に
ついては、教員が授業や学校行事等様々な機会
を活用して、学生の理解が深まるよう取り組む
ことができた。一方、保護者への周知に関して
は、新型コロナウイルス感染症の影響で来校の
機会に制限があり、十分な周知ができなかっ
た。
・今後は、学生等の理解状況を確認しながら、
特に保護者に対しては周知方法や機会等を工夫
し引続き取り組んでいく。

(2)

学校
運営

・教育理念、教育目的に沿って、計画
的な業務執行に努め、運営会議等での
意思決定により適切な学校運営を行っ
た。
・特に、学校の教育目標の一つにICT化
の推進を掲げ、県庁担当課と連携して
令和５年度から導入予定の教育用ICT機
器購入に係る予算を確保した。
・職員によるICT化推進チームを設置
し、規程等の整備や機器の選定などICT
導入に向けた準備を進めた。

2.6 2.7 

・評価平均は2.7
点であり、概ね適
切であった。

・学校運営については、教育理念、教育目的に
基づき、計画的、効率的な運営を行い、概ね適
切に対応することができた。
・ICT化による業務の効率化については、令和
５年度からのICTを活用した電子教科書など効
果的な教育の実施に向けて準備をすることがで
きた。
・インフォクリッパー（学籍管理システム）や
アンピック（安否情報システム）など既存のシ
ステムも有効に活用できており、こうしたシス
テムは業務の効率化に寄与している。

(3)
教育
活動

・より質の高い看護師、助産師の育成
を推進するとともに、教員の業務の効
率化を図るため、ICTを活用した教育が
実施できる環境の整備に向けて、令和
５年度の予算確保など必要な準備を進
めた。
・新型コロナウイルス感染症感染拡大
時には、感染対策を講じながら、教育
課程に基づいた授業や臨地実習を必要
に応じてオンラインによる授業や学内
実習に変更して実施した。
・教員の研修については、学校主催の
研修（会計年度任用職員を含む。）や
外部研修、教員が企画した研修を実施
した。 2.7 2.8 

・評価平均は2.8
点であり、概ね適
切であった。
・「学科等のカリ
キュラムは系統的
に編成されている
か」については８
割が“やや適切”
“適切”と評価し
ており、カリキュ
ラムに関する評価
は改善がみられ
た。
・教員確保及び専
門領域における先
端的な知識、技術
の習得するための
研修や資質向上の
ための取組につい
ては、６割程度が
“やや不適切”ま
たは“不適切”と
評価している。

・教育活動については、教育理念に沿って新カ
リキュラムを導入し、ICT化の準備を行うなど
適切に対応できた。
・令和５年度においては、新入生から電子教科
書を使用し、また、臨床判断能力を向上させる
ための教育用電子カルテを導入するなど、リア
リティある教育の実現を目指し取り組んでい
る。
・教員の確保については、年度途中に退職者が
出たが、令和５年度は必要な体制を確保してい
る。
・職員の研修については、教員の希望を踏まえ
必要な研修を受講できるよう配慮し、教員の資
質の向上につながる対応ができた。
・新型コロナウイルス感染症感染拡大時には、
実習において、臨地での実習を学内実習とする
など、学びの質を低下させることがないよう工
夫し、適切に対応することができた。

職員アンケート
評価

大項目
令和４年度の取組 学校関係者評価



学校自己評価

Ｒ３
評点

Ｒ４
評点

分析 評価・今後の取組（課題・改善策等）

職員アンケート
評価

大項目
令和４年度の取組 学校関係者評価

(4)
学習
成果

・看護師、助産師を目指す人材が社会
に出て活躍するために必要な国家資格
を取得するため、低学年から国家試験
を意識した学力強化を行った。最高学
年では、模試での成績不良者に対して
不得意分野の対策を強化するなど、全
員合格を目指して取り組んだ。
・令和４年度の国家試験では、看護師
国家試験合格率98%（不合格１人）、助
産師国家試験合格率100％であった。
・看護学科卒業後、保健師養成校に進
学した学生がおり、キャリア形成の基
礎を築くことができた。
・本校を卒業し、キャリアを積み活躍
している卒業生に、外部講師として講
義を依頼した。
・助産学科では、学校説明会に卒業生
が参加し、交流を通して卒業生の活躍
状況を知る機会となった。
・退学者については、令和４年度は10
人おり、退学の理由は、進路変更５
人、体調不良３人、成績不良２人で
あった。
・在校生に対しては、人間関係や学習
への悩み相談や適性指導の機会とし
て、令和４年度も引続きカウンセラー
による相談体制を整えた。

2.6 2.7 

・評価平均は2.7
点であり、概ね適
切であった。
・「退学率の低減
が図られている
か」、「卒業生・
在校生の社会的な
活躍及び評価を把
握しているか」、
「卒業後のキャリ
ア形成への効果を
把握し学校の教育
活動の改善に活用
されているか」に
ついては、６割程
度が“やや不適
切”または“不適
切”と評価してい
る。

・国家資格の取得については、個々の学生に応
じた学習対策を行った。国家試験の合格率は、
看護師は98％、助産師は100％であり、学校全
体では合格率100％を達成することはできな
かった。
・卒業生は、希望どおりの就職、進学ができて
おり、学校の役割である地域で活躍する人材養
成という点において、成果を出すことができ
た。
・退学者については、前年度に比べ増加した
が、退学者の半数は他の道を目指すという理由
であった。
・退学者を減らす取組として、令和５年度は、
入学前に、学校生活がよりイメージできるよ
う、学校案内やオープンキャンパスの内容を工
夫し、ミスマッチがないよう取り組んでいく。
・卒業生の社会的活躍の把握や卒業後のキャリ
ア形成効果の把握については、実習病院との連
絡調整会議や実習の機会を通じて、就職した卒
業生の把握に努めたほか、本校の講師を依頼し
た、認定看護師や地域在宅看護等で活躍してい
る卒業生との交流が、在校生にとって、目指す
べき看護師像をイメージする機会となるなど、
教育活動に活用することができた。

(5)
学生
支援

・在校生に対する就職説明会を28病院
の参加を得てオンラインやDVDにより開
催したほか、随時、学生に就職に関す
る情報提供を行った。　　　　
・学生の経済的負担を軽減する高等教
育修学支援新制度や専門実践教育訓練
給付金制度の対象校となっており、希
望する学生が支援を受けられる体制を
維持した。
・新型コロナウイルス感染症の影響に
より経済的に困窮する学生の学びを継
続支援するため、55人の学生に対し各
５万円を給付した。
・学生確保については、高校からの要
請による進路説明会や、高校生及び保
護者が参加する合同説明会に参加する
など、高校生に看護師という職業及び
本校を知ってもらう機会を提供した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.6 2.7 

・評価平均は2.7
点であり、概ね適
切であった。
・「保護者と適切
に連携している
か」については、
６割強が“適切”
または“やや適
切”と評価してい
る。

・在校生の就職支援として、主に東部地域の病
院の参加を得て、学生が就職先を考える相談会
を実施し、多くの学生を就職に導く機会とする
ことができた。令和５年度は対面式の相談会を
計画している。
・学生への経済的支援として、従来の給付制度
に加え、県独自に給付金を支給するなど概ね適
切に支援することができた。
・学生支援として、成績不良者や生活態度に問
題がある学生については、保護者と適宜に連絡
をとり連携した対応ができた。
・教員が高校での進路説明会等で、学生や保護
者等に本校に関する情報を提供するとともに、
学生等から看護学校に対する関心事やニーズな
どの情報を収集することができた。

(6)
教育
環境

・新型コロナウイルス感染症が終息し
ない中、日常の健康管理のほか、県を
またぐ移動の制限や原則アルバイト禁
止といった行動制限など、学校として
定めた対策を徹底し、全職員、全学生
が感染拡大防止に取り組んだ。
・１クラス内で10人程度の感染が発生
した際には、学生及び職員の健康状況
を確認し、学年全体を登校禁止、オン
ラインでの授業又は自宅学習とし、感
染拡大を防止した。
・校内の施設、設備については、雨漏
りの発生を抑えるための校舎外壁等の
シーリング修繕工事や、安定したイン
ターネット接続のためのＬＡＮ配線工
事などを行った。
・災害発生時に備え、４月と９月の２
回、防災訓練を実施し、避難経路の確
認や防災意識啓発用DVDの視聴を行っ
た。

2.8 3.0 

・評価平均は3.0
点であり、概ね適
切であった。
・各評価項目で、
８割から９割近く
が”適切”または
“やや適切”と評
価している。

・新型コロナウイルス感染症対策として具体的
に定めた事項に対して取り組んだ。感染者が発
生した時には、学生・職員の体調の把握、登校
の制限など、感染拡大防止に向けて適切に対応
することができた。
・校内の施設、設備については、耐用年数の到
来や故障等のタイミングで順次更新や適時の補
修を実施しており、外壁塗装工事を行うなど安
全な教育環境の確保に対応することができた。
・防災訓練については、令和４年度は感染対策
のため避難経路の確認にとどめていたが、令和
５年度は、防災設備の確認やクイズ形式で防災
意識の啓発を行い、学生の防災意識を高めるよ
う取り組んでいる。



学校自己評価

Ｒ３
評点

Ｒ４
評点

分析 評価・今後の取組（課題・改善策等）

職員アンケート
評価

大項目
令和４年度の取組 学校関係者評価

(7)
学生
の受
入れ
募集

・学生募集活動に力を入れ、ホーム
ページや、県公式LINE、Twitter等の各
種広報媒体を活用した広報を実施し
た。
・募集に当たっては、より多くの生徒
に志願してもらえるよう、県内全ての
高校に募集要項や学校案内などを送付
した。
・応募の少ない看護２学科の志願者増
加に向けた取組として、准看護師が就
業している病院等に募集要項を送付す
るとともに、浜松市医師会が運営する
県内唯一の准看護師養成学校へのＰＲ
や、県看護協会主催の進学を希望する
准看護師を対象とした研修の場での学
校紹介など、機会を捉えて効果的な募
集活動を行った。
・学校説明会は、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のためオンラインで開
催し、学校のＰＲの機会を確保した。

3.1 3.0 

・評価平均は3.0
点であり、概ね適
切であった。
・学生募集活動に
ついては、約８割
が“適切”または
“やや適切”と評
価している。

・志願者の増加に向けた学生募集活動として、
各種広報媒体を活用した効果的な広報を実施す
ることができた。また、学校説明会や、高校生
を対象とした進路相談会等、機会を捉えて積極
的にＰＲを行うなど、適切に対応することがで
きた。
・令和５年度は、学生募集活動を更に強化して
おり、取組のひとつとして、学校案内の内容や
構成を見直し、より親しみやすく多くの高校生
等に手にしてもらえるよう、学生の写真や記事
を多用した冊子を作成した。引き続き学校の特
徴をより広くＰＲし、効果的な広報の展開を
図っていく。

(8)
法令
等の
遵守

・法令等の遵守については、特に個人
情報の取扱いに慎重を期し、漏洩や不
正使用のないよう、郵便の宛名と内容
のチェックやメール送信のアドレスの
確認など、細心の注意を払った。
・適切な学校運営に向けて学校関係者
評価を実施しており、外部からの意見
を取り入れるため、学校関係者評価委
員会を開催しており、令和４年度も学
校運営の改善に向けた意見をいただい
た。
・職員のコンプライアンスの意識づく
りや、風通しのよい職場づくりのた
め、職員が意見交換するグループワー
クを実施した。

3.0 3.1 

・評価平均は3.1
点であり、概ね適
切であった。
・各評価項目で、
７割から９割が
“適切”または
“やや適切”と評
価している。

・学校では多くの個人情報を取り扱うが、漏洩
や不正使用はなく、適切に管理することができ
た。
・学校運営の取組について自己評価を行い、学
校関係者評価委員会において委員から多くの意
見をいただいた。これらの意見を踏まえ、改善
に向けて取り組むなど、適切に対応することが
できた。
・引き続き、学校運営に関する諸課題の解決に
向け、適切な学校運営に取り組んでいく。

(9)
社会
貢献
、

地域
貢献

・助産学科の学生が地域に出向き、地
域住民に対して健康教育を実施した。
・教員が、県消防学校の学生に対し、
病院前救護における産婦人科救急につ
いてオンラインで講義を行った。
・県看護協会への協力として、新人看
護職員指導者講習会、准看護師進学支
援研修、東部地区支部事業等に教員を
講師として派遣した。 2.0 2.4 

・評価平均は2.4
点であり、“やや
不適切”から“不
適切”の評価が多
い。
・特に、学生のボ
ランティア活動の
奨励・支援、地域
に対する公開講座
等の積極実施につ
いては、６割～７
割が“やや不適
切”または“不適
切”となった。

・看護師、助産師を養成する専門学校の特徴を
活かし、地域においてできる各種の取組を、関
係機関と協働して進めることができた。
・取組の波及効果の１つとして、令和５年度
は、新たに職員研修の講義依頼を受けている。
・学校祭は、コロナ禍の影響で中止していた
が、令和５年度は開催を予定しており、学校の
資源や施設を活用した地域貢献を行っていきた
い。
・学生のボランティア活動の推奨・支援につい
ては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が
ありできなかった。今後は、感染状況を見なが
ら検討していきたい。　　　


